
就学前児童票（案）  

問9－4は、問9で，「2．利用していない」を選ばれた方にお伺いします。  

問9－4保育サービスを利用していない理由は何ですか。主な理由の番号を1つだけ選んで○をつけてくださ  
い。  問9－1で利用しているサービ  

スの組み合わせパタニンを作  
り、そのパタ⊥ンごとに、問  
9二4の利用じていない理由を  
分析することが可革巨。ニ「ズ  
推計で求めた潜在ニーズと現  
状二⊥ズのギャラプの背景を  
分析することが可能． 

1．（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない  

2．子どもの祖父母や班戚の人がみている   

3．近所の人や父母の友人・知人がみている  

4．預けたいが、保育サービスに空き力てない  

5．預けたいが、経済的な理由でサービスを利用できない  

6．預けたいが延長・夜間等の場所や時間帯の条件が整わない  

7．預けたいが、サービスの質や場所など、納得できるサービスがない  

8．子どもがまだ小さいため。（＿歳くらいになったら預けようと考えている）  

9．その他（  ）  

サービスの利用希望について、すべての方にお伺いします。  

問10 封筒の宛名のお子さんに関して、ラは利用していないが、できれば利用したい、あるいは、（利用日  
数・回数や利用時問力り足りていないと思う保育サービスはどれです机現在就労していないが、∋  
希望 は、就労した場合を想定してお害えください。次の中からあてはまる害えの番号  

後就労のある方    を選んで○をつけてください。  
【日中の定期的保育】   

1．認可保育所  
（国が定める最低基準に適合した  

施設で都道府県等の認可を受けたもの）  

2．家庭的な保育  
（保育ママ：保育者の家庭等で  

子どもを預かるサービス）   

3．事業所内保育施設  
（企業が従業員用に運営する施設）   

4．自治体の認証・認定保育施設  
（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定  
した施設）  

5．認定こども園  
【共通利用時間のみの保育の利用】  
（保育施設と幼稚園が一体化した施設）  

6．認定こども園  

【共通利用時問（4時間程度）以上の  
保育の利用】  
（保育施設と幼稚園が一体化した施設）  

7．その他の保育施設  

8．幼稚園（通常の就園時間）  

9．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間   
を延長して預かるサービス）  

10．延長保育   

11．ベビーシッター   

12．ファミリーサポートセンター（地域   
住E引こよる子どもの預かりサービス）   

〔その他保育】  

13．一時預かり   
（私用など理由を問わずに保育所など   

で一時的に子どもを預かるサービス）   

14．病児・病後児保育   
（子どもの病気時の保育）  

【その他】   

15．特にない  
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就学前児童票（案）  

問10－1及び問10－2は、問10で「1．」～「11．」の選択肢を選んだ万にお伺いします。選択されたサー  
ビスそれぞれについてお答えください。  

写後の利用希望についてお伺いします。  
1遇あたり何日、・1日あたり何時問（何時から何時まで）保育サービス（延長保看なとも含めます）  
を希望しますか。枠内に具体的な蓑呈でお害えください。時間は、必ず 9：00～18：00（例）のよう  

に24時間制でこ記入ください。  

問10－1  

延長保育の潜在ニース推計  
や、短時間の潜在的なニーズ  
を把握する場合に用いる。そ  
の場合、当該自治体で実施し  
てる延長 
提供時間帯に即レて、問10－  
1の回答を分類する必要があ  
る。回害欄は適宜追加する。  

問10－2サービスを利用したいと考えている理由はどのようなことですか。次の中からもっともあてはまるも  
のを1つだけ選んで○をつけて＜たさい。  

問10で利用したいサービス  
の組み合わせパタニンを作  
り、一そのパターンことに、問  
10－2の利用希望理由を分析  
することが可能占さらに、問  
9のサービス利用状況と合わ  
せて分析することが可能。  

お子さんの身の回りの世話を主にしている汚が   

1．現在就労している  

2．現在就労しているが、もっと日数や時間を増やしたい  

3．就労予定がある／求職中である   

4，そのうち京尤労したいと考えている  

5．就労していないが、子どもの教育などのために子どもを預けたい  

6．家族・報族などを介護しなければならない   

7．病気や障害を持っている   

8．学生である／／就学したい   

9．その他（  

封筒の宛名のお子さんの土・休日の保育について、すべての方に希望をお伺いします。  

問11封筒のあて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、保音サービスなど（〝時的な利用は除  
きます）の利用希望があります力㌔  
※保育サービスなどとは、保育所、幼稚園、認可外保施設などの事業を指しますが、菓朗笑・知人によ  
る預かりは含みません。  

【土曜日】  

音ニーズを把握。   土曜日及び日曜日、休日の保  

）⇒ 

利醐えし 

時まで）  

1．ほぼ毎週利用したい   

2．月に1～2回は利用したい   

3．利用希望はない  

【日曜日・祝日】  

）q 
利用したい日問えし 

したい 時まで）  

． 
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就学前児童票（案）  

問12 保育サービスを利用している保護者の万にお伺いします。この1年間に、宛名のお子さんが病気やケ  
刀で通常の保育サービス（問7－2の定義参照）が利用できなかったことはありますか。  病児・病後児保育の推計ニー  

ス呈の算出のための項乱 現  
状の利用量は、問12－1の選  
択肢5の日数。潜在ニーズ推  
計のため、子どもが病気やケ  
刀で通常の保育サービスが受  
けられなかったときの対処方  
法及び日数を把握。父親・母  
親が休んだ日数及び規族・知  
人に預けた日数のうら、施設  
等に預けたい日数を病児・病  
後児の潜在利用ニーズとして  
用いることも可能。自治体の  
判断により、潜在ニーズをよ  
り広くとってもかまわない。   

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾＝‾■‾‾－‾－‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾  

：1，あった  （→ 問12－1，2へ）；  
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿■＿．＿．．．＿＿＿＿＿＿＿－＿＿－＿－＿＿＿＿【＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿＿＿＿＿■t   

2．なかった  （→ 問13へ）  

この1年間の、、 
を休んだ日数はどれ＜らいありましたか。父親、母親等それぞれについてお答えください。  

問12－1この1年間の対処方法とそれぞれ  
の日数は概ね同日ですか。あては  
まる害えの番号すべてに○をつ  
け、それぞれの日数を記入してく  
ださい。  

（半日程度についても1日として  
カウントしてください）  

且   

問12－2「父親または母報が休んだ」、「報族・知人に預けた」  
欄に回答された方に同います。その際、できれば施設に  
預けたいと思われた日数はどれくらいありますか。枠内  
に日数を記入してください。  

且  

・・・…  ■■E  芸・… ■■…  
ノ ．琵琶音［二□】  
‖
日
日
M
‖
H
 
 

4．就労していない保護者がみた  

5．病児・病後児の保育サービスを利用した   
（保育所で実施しているサービスを含む）  

6．ベビーシッターを頼んだ   

7．ファミリーサポートセンターにお願いした   

8．仕方なく子どもだけで留守番をさせた   

9．その他（   
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就学前児童票（案）  

問13 この1年間で、私用（こ買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬崇  
や子どもの葉月の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の謂かに≠時的に預けたことはあり  
ました机（半日程度についても1日としてカウントしてください）  ←時預かりの推計ニース宣旨  

出のための項目。主剤犬は、問  
13の「1．」の日数で家族類  
型別の利用実態を把握。潜在  
ニーズは、問14で回害した  
人の目数。  

問14 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やしたいと思います  
か。希望がある方は枠内に数字をこ記入＜ださい。  

月に［］白くらい  

問15 この1年間に、保護者の用事などにより、宛名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければな  

らないことはありましたか。  
ショートステイの推計ニーズ  
量の算出のための項目。  
ショートステイを必要とした  
場合の対処万5去及び日数、粗  
族・知人が対応した場合の困  
難度を把握。この困難度は、  
推計ニース量の算出にあたっ  
ての優先順位をつける際に満  
月］。  

l一－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾－■■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

：1．あった（預け先が見つからなかった場合を含む）  （→ 問15－1，2へ）；  
t■＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿】＿＿＿＿＿＿－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－1   

2．なかった  （→ 問16へ）  

※ショートステイ事業を実施して  
いる施設、認可外保育施設、ベ  
ビーシッターなど  

問16 宛名のお子さんについて、小学校入学以降の放言票後の過こし方について、放課後児童クラブを利用し  
たいと思いますか。  

【放課後児童クラフ…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家  
庭にいない場合などに、指導員の下、子ども（おおむね10歳末満）の生活の堤を提供するもので  
す。】  

当該自；台体における就学前  
児童のサービスニーズと就  
学児童のサービスニースの  
差を把握するために活用   

1・利用したい   →週 ［コ白くらい  

2．利用予定はない  
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就学前児童票（案）  

ベビーシッターを利用していらっしやる方にお伺いします。  

問17 どのような目的で利用していらっしやいます力㌧ あてはまる番号すべてに○をおつけ＜ださい。  
ベビーシッターの推計ニーズ  

量算出のための項乱 王別犬  
は、問17に回害した人の割  
合と問17－1の日数・時間で  
家族類型別の利用実態を把  
握。潜在希望利用率は、問  
10で把握。  

1．主たる保育サービスとして利用している  

2．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）  

3．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している  

4．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している  

5．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している  

6．その他の目的で利用している  

問17－1どれくらいの頻度で利用していらっしやいます力㌔枠内に数字をこ記入ください。  

月に［コ日＜らい  1回あたり［コ時間程度  

問18 ファミリーサポートセンターを利用していますか  

1．利用している   

2．利用していない  

（→ 問18－1，2，3へ）  
‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾■■‾■■‾ 

「                   （→ 問18－4へ）：  

問18－1どのような目的で利用していらっしやいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。  ファミリーサポートセンター  
の推計ニーズ量算出のための  
項乱 現状は、問18で  
「1．」と回答した人の割合と  
問18－1の日数・時間で家族  
類型別の利用実態を把握。潜  
在希望利用率及びニーズ呈は  
は、問18－3及び18－4で把  
握。   

1．主たる保育サービスとして利用している   

2．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）  

3．子どもの病気・ケ刀等の緊急時に利用している  

4．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している  

5．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している   

6．保育施設等の送り迎えに利用している   

7．その他の目的で利用している  

問18－2どれくらいの頻度で利用していらっしやいますか。枠内に数字をこ記入ください。  

月に［コ目くらい  1回あたり［コ時間程度  

問18－3利用目数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をこ記入ください。  

月に［コ時間くらい  

18－4今は利用していないが、できれば利用した万は、枠内に数字をこ記入ください。  

月に□時間くらい  
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就学前児童票（案）  

問19 封筒の宛名のお子さんは、現在、地Ⅰ或子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をした  
り、情報提供を受けたりする場で、つどいのひろば、子育て支援センター等と呼ばれています）を利  
用していますか。次の中から、利用されているものに○をつけてください。また、おおよその利用回  
数（頻度）をご記入ください。  

地域子育て支援拠点事業の利  
用実態及び利用希望について  
把握。  

1．地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過こしたり、相談をする環）  

1週あたり 〔   〕回  

2．その他当該自王台体で実施している同様の事業（具体名）  

1週あたり 〔   〕回  

3．利用していない  

問20 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。希望  
がある方は枠内に数字をこ記入＜ださい。  

1．地域子育て支援拠点事業（鴇子が集まって過こしたり、相談をする堤）  

1週あたり 〔   〕回  

2．その他当該自治†本で実施している同様の事業（具体名）  

1週あたり 〔   〕回  

3．特にない  

問19で「3．利用していない」を選んだ方にお伺いします。  

問20－1現在利用していない理由はどのようなことですか。次の中からもっともあてはまるものを1つだけ選  
んで○をつけてください。  

6．時間がない  

7．サービスの利用方法（手続き等）が  
わからない   

8．その他   

9．特に理由はない  

1．利用したいサービスが地域にない   

2．地域のサービスの賀に不安がある  

3．地域のサービスの利便性（立地・開催時間・日  
数等）が悪く利用しっらい   

4．利用料がかかる  

5．自分がサービスの対象者になるのかどうかわか  
らない  

子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。  

問21下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、利用したいと  
思いますか。サービスことに、A～Cのそれぞれについて、「はい」、「いいえ」のどらら力、に○を  
つけて＜ださい。  

‡保育以外の子育て支援サーピ  
：スの認知度、利用実態及び利  
：用希望について把握。地域の  
こサービス賞源を勘案し、当該  
：自治体の独自施策を含める  
：等、適宜工夫することが必  
ミ要。   

A  
B  

C  
知っている  これまでに利用  

今後利用したい   
したことがある  

①母規学級、両紙学級、育児学級  はい   いいえ  はい   いいえ   はい   いいえ   

②保健センターの情報・相談サービス  はい   いいえ  はい   いいえ   はい   いいえ   

③家庭教育に関する学級・講座   はい   いいえ  はい   いいえ   はい   いいえ   

④教育相談センターー・教育相談室  はい   いいえ  はい   いいえ   はい   いいえ   

⑤保育所や幼稚園の園庭等の開放  はい   いいえ  はい   いいえ   はい   いいえ   

⑦児童館   はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   

⑧子育ての総合相談窓口   はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   

⑨自治体が発行している子育て支援情報誌  はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   

⑩育児支援家庭訪問事業   はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   

⑪0000事業   はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   

⑫□□□ロサービス   はい   いいえ  はい   いいえ  はい   いいえ   
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就学前児童票（案）  

封高の宛名のお子さんについて、母親又は父親が育児休業制度を利用なさいましたか。あてはまる害  
えの番号に○をつけて＜ださい。  

問22  
育児休業制度利用と保育サー  
ビスの利用ニーズとの関係を  
分析することが可能。   

問22－1育児休業から復帰なさったとき、お子さんの月齢は伺ケ月でしたか。枠内に、具体的に数字でこ記入  
下さい。（お子さんが1歳以上の場合も月に換算してお答え＜ださい。問22で「3．」とお答えに  
なった万は、最後の育児休業利用者が復帰された時についてお答えください。）  

問22－2 
に、希望する保育サ‾ビスをすく利用できました机あてはまる害えの番号に○をつけ  

1．希望とは違う認可保育所を利用した   

2．事業所内の保育サービスを利用した   

3．上記以外の保育サービスを利用した   

4．家族等にみてもらうことで対応した   

5．仕事を辞めた  

に加えてください。まお、保育所などの利用満足度に関する設問などは、施設などを通じて利用者のみに別の  ※ニース把握のための設問は以上です。以下には、子育てに関する意識などに関する設問を、市区町村で任意  調査を行うことも可能です。  
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±二二  

I I 

潜在ニーズの把握のための項目として設定することが必要。   

潜在ニーズの詳細な分析に必要な項目であり、自治体の必要性に応じ設定。   

基本的にニーズ推計には直接用いないが、ニーズの背買等を分析するために、自治体の必要性に応じ設定。  

注）  

調査対象世帯の状況を把握  
するためのフェイス項目  

群。クロス集計に活用する  
場合が多いと考えられるた  
め設定してあるが、当該自  
治体の問題意識に応じてヨ又  
捨選択すること。  

問1 封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。  

問2 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしやいます力㌔ また、2人以上いらっしやる  
場合、末子の年齢（平成○年4月1日現在の年齢）をこ記入下さい。  

宛名の子どもの年齢を把  
握。年齢別の推計ニーズ量  
を算出したい場合に活用。  

世帯の子ども人数及び末子  
の年齢を把握。将来の母親  
の再就職時朋等を把握した  
い場合などに活用。  

問3 宛名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況についてお伺いしま  
す。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる害えの番号すべてに○をつけてくださ  
い。  

家庭内の支援の可能性の観  
点から同居の祖父母等の有  
無を把握。核家硬か三世代  
家族力＼、ひとり親世帯かを  

区別する。家族類型の設定  
に活用J  

1．父母同居  2．父同居（ひとり縄家圧）3．母同掛ひとり綿家庭） 4．祖父同居  

5．祖母同居  6．祖父近居  7．祖母近居  8．その他  

問4 日頃、お子さんを預かってもらえる人はいます力㌔あてはまる害えの番号すべてに○をつけてくださ  
い。  

友人や地域の支援の可能性  
の観点から把握。日常的あ  
るいは緊急時に預け先があ  
るかどうかを把握する。家  
族類型を詳細に設定したい  
自！台体で活用。  

1．日常的に祖父母等の鴇族に預かってもらえる  

2．緊急時もレくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる  

3．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる  

4．緊急時もレくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる  

5．いずれもない  

問4－1は、問4で「1．」または「2．」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる害えの番号すべ  
てに○をつけて＜ださい。   

問4－1祖父母に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる害えの番号すべてに○をつ  

けてください。  
ライフスタイルの変更希望  
（身内や友人・知人からの  
支援に関する将来の考え  
方）を把握する。ニース推  
計において、家族類型を詳  
細に設定したい自治体で  
は、潜在家族類型設定に活  
用。  

1．祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない   

2．祖父母の身体的負担が大きく心配である  

3．祖父母の時間的制約や精神的な負担が大き＜心配である  

4．自分たら報の立場として、負担をかけていることが心苦しい   

5．その他  

問4－2は、問4で「3＿」または「4．」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる答えの番号すべて  
に○をつけてください。  

問4－2友人や知人に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる害えの番号すべてに○  
をつけてください。  

問4－1に同じ   

1．友人・知人に預かってもらうことについては、字引こ問題はない  

2．友人・知人の身体的負担が大きく心配である  

3．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である  

4．自分たら実見の立場として、負担をかけていることが心苦しい  

5．その他  
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問5 あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる害えの番弓に1つだけ  
○をつけてください。続柄は宛名のお子さんから見た関係です。  

とも影響が大きい保護者を  保育等の発生ニーズにもっ  特定。  1．主に父報  2．主に母親  3．主に祖父母  4．その他  

問  お住まいの地区としてあてまる答えの番号に1つだけ○をつけてください。  
保育等のニーズを地区別に  
集計するために把握。集計  
段階で行政の地区区分に集  
計するなどの工夫が必要。   

1．00  2．00  3．00  4．00   

5．00  6．00  7．00  8．00  
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問6  
現在の就別犬況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる害えの番号に1つだけ○を  
つけてください。併せて、〔  〕に数字の記入をお願いします。  

保護者の就労の状況を把  
握。ニーズ推計において家  
族類型の作成に活用。  

（1）父報  

1．就労している（フルタイム：子引木・介護休業中は含まない）  

→1過当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時問についてお伺いします。  

【1過当たり〔   〕時間、帰宅時問 〔  〕時間 】   

2．就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）   

3．就労している（パートタイム、アルバイト等）  

→就労時間についてお伺いします。  

【1過当たり〔   〕日     1日当たり〔   〕時間 】  

→フルタイムヘの転換希望がありますか。  

〔（D 希望がある  ② 希望があるが予定はない  ③希望ほない 】   

4．以前は就労していたが、現在は就労していない  

5．これまでに就労したことがない  

就労時間、帰宅時闇につい  
ては直接ニーズの推計には  
使用しないが、働き方に関  
する現状の把握や地域住民  
の生活実態の把握に活用。  
その場合、合わせて父母の  
「家事・育児時間」や「子  
どもと過こす時間」、「1  
週間のうち夕食を家族で取  
る回数」などを把握するこ  
とも考えられる。   

（2）母親  

1．就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない）  

一→1過当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時問についてお伺いします。  

【1過当たり〔  〕時間、帰宅時間 〔  〕時間 】  

2．就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中）  

3．就労している（パートタイム、アルバイト等）  

→就労時間についてお伺いします。  

【1過当たり〔   〕日     1日当たり〔   〕時間 】  

→フルタイムヘの転換希望がありますか。  

【 か 希望がある  ② 希望があるが予定はない  ③希望はない 】  

4．以前は就労していたが、現在は就労していない   

5．これまでに就■芳したことがない  
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以前は就労していた舐㌻現在は就労じてし†なし  由7は、問6の「一▼（乏う母親」一で「4二  1」、または   
「5工れまでに就労したことがない」を選ばれた方にお伺いじます。該当しない方は、問8へお進  
み＜ださい。  

問7 母親の就労希望はあります力㌔あてはまる答えの番号に1つだけ○をつけてください。  
母親の就労希望について把  
握。 
ライフスタイルめ変更希望  
め1つの要素としてこ家族  
類型（変更希望）lの設定に  
活用（問7、問7－1）」  

就労希望の形態はどのようなものです力㌔あてはまる害えの番号に1つだけ○をつけてください。  
（パート、アルバイトを希望の方は一週当たり日数及び一日当たり時間も記入してください。）  

1．フルタイムによる就■労  

2．／トトタイム、アルバイト等による就労（過当たり〔〕日・一目当たり〔〕時間）  

問7－2就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号に1つだけ○を  
つけてください。  就労轟望ぁうち、保育サー  

ビスが前提と考える書の把  
握等に活用。   

1．放課後児童クラブなどのサービスが利用できれば就労したい   

2．働きながら子育てできる適当な仕事がない   

3．自分の知識、能力にあう仕事がない   

4．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない  

5．その他（  

問7－3は、，問7で「2．有（1年より先でこ子どもがある程度大き＜なったら就労したい）」を選ば 
れた方にお伺いします。   

問7－3宛名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望されますか。  
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問8 宛名のお子さんについて、現在、放課後児童クラブを利用していますか。あてはまる害えの番号に○  
をつけてください。  
【放課後児童クラブ…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者力て就労等により昼間家  
庭にいない場合などに、指導員の下で、子ども（おおむね10歳末満）の生活の堤を提供するもので  
す。問8－5の「放課後子ども教室」と連携して実施されている場合があります。】  

l‾‾’‾■‾‾‾‘‾‾‾ ‾‾‾●‾‾‾‘‾ ‾‾‾‾ ‾‾一‾ ‾‾‾－‾ ‾ ‾‾ ■‾‾■‾‾‾‾‘‾‾‾一‾ ‾－‾■－一‾‾－■‾－‾‾■－‾‾‾‾ ‾－－－－－一一一－一一－ －－－－一－－－－－ －－・一一－▼＿＿＿＿＿＿．＿＿＿，＿＿＿＿＿  

廿 利用している  （→ 問8－1へ）；  
l一－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－＝－一一－－－－－－－－－一丁∵∵一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－  
■‾‾‾ ‾‾■‾ ‾‾■‾‾▲－一－－－－－一一 一一 ■－▲－－－－■一■一一・・－■一・－－ ■－－－－一－■－ － －－－－－－－■ －－－－▲－ 一一－ －－－－－－－▲－－一一－－－－－－－一一－－－ － －－－■ 一一一一 － －■■－－－－－－－■  

2．利用していない  （→ 問8－2へ）  
‾‾‾‾‾‾‾‘‾‘‾‾■ ■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘‾■‾ ‾■■‾‾■‾ － － －－－－－－－－ －－－－・－一一一－－－－－－－一一・・一－．■＿●＿ －＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿．＿■＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿l  

1上記の問で「1．利用している」を選ばれた方にお同いします。宛名のお子さんについて、放課後児童   
クラブの利用日数はどれくらいですか。また、利用していらっしやる理由について、あてはまる害え   
の番号に1つだけ（〕をつけてください。  

□日くらい  －，うち土・田の利用  1・ある  週I  一 日くらい  －， うち土・田の利用  

2．ない  

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が  

1．現在就労している   

2．就労予定がある／求職中である   

3．家族・綿族などを介護しなければならない   

4．病気や障害を持っている   

5．学生である   

6．その他（  

問8－2上記の問で「2．利用していない」を選ばれた万にお伺いします。利用していない理由について、もっ  
ともあてはまる害えの番号に1つだけ○をつけてください。   

お子さんの身の回りの世話を主にしている汚が  

1．現在就労していないから  

2．就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから  

3．就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから  

4．就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから  

5．就労しているが、放課後児童クラブの開所時問が短いから  

6．就労しているが、利用料がかかるから  

7．就労している力て、子どもは放課後の習い事をしているから  

8．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから  

9．就労しているが、他の施設に預けているから   

10．その他（  ）  
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問8】3問8で「2．利関していない」を選ばれた汚にお伺いします。宛名のお子さんについて、今後、放課後  
児童クラブを利用したいとお考えです力＼。あてはまる害えの番弓に○をつけてください。  

週 ⊂］白くらし  うち土・目の利用希望1．ある  

2．写後も利用しない  2．ない  

問8－4今後放課後児童クラブを利用したい理由について、もっともあてはまる害えの番号に1つだけ○をつ  
けてください。  

お子さんの身の回りの世話を主にしている汚が   

1．現在就労している   

2，就労予定がある／求職中である   

3．そのうら就労したいと考えている   

4．家族・規族などを介護しなければならない   

5．病気や障害を持っている   

6．学生である／就学したい   

7．就労していないが、子どもの教育などのために預けたい   

8．その他（  

問8－5地域によっては、放課後児童クラブと連携して行うサービスとして『放課後子ども教室』があります  
が、その利用意向はありますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。  
【放課後子ども教室‥・すべての子どもを対象として、安心・安全な子どもの居場所を提供し、地域  
の万々の参画を得て、子どもたらとともに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動  
等の取組をするものです。】  

→  週⊂］日くらい  1．意向がある  

2．意向がない   

3．対象のサービスがない  

問9  宛名のお子さんについてお伺いします。小学4年生以降の放課後の過こし方について、どのようなこ  
とを望みますか。あてはまる害えの番号に○をつけてください。  

1．放課後児童クラブを利用したい  

（1．を選ばれた万）→小学   

2．放課後子ども教室を利用したい  

年生まで利用したい  

3．クラブ活動など習い事をさせたい   

4．利用を希望するサービスは特にない   

5．その他（   
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問10  
この1年間に、宛名のお子さんが病気やケ刀で学校を休まなければならなかったことはありますか。  病児t病後児保看の推計  

ニーズ芸の算出のための項  
目。現状の利用量は、問  
12¶1の選択肢5の日数。  
潜在ニーズ推計のため、子  
どもが病気やケ刀で学校を  
休んだり、放課後児童クラ  
ブなど通常のサービスが受  
けられなかったときの対処  
方法及び日数を把握。父  
報・母視力て休んだ日数及び  
報族・矢0人に預けた日数の  
うち、施設等に預けたい日  
数を病児・病後児の5営白≡利  

用ニーズとして用いること  
も可昌巨。自治体の判断によ  
り、潜在ニーズをより広く  
とってもかまわない。   

1＿ あった  （－ナ 問101，2へ）！  

2．なかった  （→ 問11へ）  

この1年間の、お子さんが病気やケガで学校を休んだり、放課後児童クラフなどの預かりサービスが利用  
できなかった1宗合の対処方法と、仕事を休んだ目数はどれ＜らいありましたか。父親、母親等それぞれに  
ついてお害え＜ださい。  

問101この1年間の対処方法とそれぞれ  
の日数は概ね何巳lですか。あては  
まる害えの番号すべてに○をつ  
け、それぞれの日数を記入してく  
ださい。  

（半日程度についても1日として  
カウントしてください）  

凸  

問102「父葉月または母揚が休んだ」、「種族・知人に預けた」  
欄に回害された万に同います。その際、できれば施設に  
預けたいと思われた目数はどれくらいありますか。枠内  
に日数を記入してください。   

，ト′  

・ 
二≡二二二二  二二二≡≡二二  

恕諾慧rn日 工二＿≡二＿＿＿  

4．就労していない保護者がみた  

5．病児・病後児の保育サービスを利用した   
（保育園で実施しているサービスを含む）  

6．ベビーシッターを頼んだ   

7．ファミリーサポートセンターにお願いした   
（地域住民による子どもの預かりサービス）   

8，仕方なく子どもだけで留守番をさせた   

9．その他（  
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問11この1年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬祭  
や子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはあり  
ましたか。（半日程度についても1日としてカウントしてください）  一時預かりの推計ニーズ芸  

算出のための項目。現状  
は、問11の「1．」の日数  
で家族類型別の利用実態を  
把握∴彗在ニーズは、問  
12で回害した人の日数。  

問12 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やしたいと思います  
か。希望がある方は枠内に数字をこ記入ください。  

月に□日＜らい  

問13 この1年間に、保護者の用事などにより、宛名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預lTなければな  
らないことはありましたか。  

ショートステイの推計ニー  
ズ量の算出のための項目。  
ショートステイを必要とし  
た場合の対処方法及び日  
数、甥族・知人が対応した  
場合の困難度を把握。この  
困難度は、推計ニース量の  
算出にあたっての優先順位  
をつける際に活用。   

†－－－－－‾‾‾‾－－－‾‾‾‾‾■－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾●‾‾‘‾‾‾－‾‾‾‾‾  

：1▲ あった（預け先が見つからなかった場合を含む）  （→ 問13－1・2へ）  
】＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一－＿＿－＿＿－－－＿＿＿一■●－－＿－■   

2．なかった  （→ 問14へ）  

※ショートステイ事業を実施して  
いる施設、認可外保育施設、ベ  
ビーシッターなど  
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就学児童票（案）  

問14 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。  
ベビーシッターの推計ニー  

ス量算出のための項臥現  
当犬†ま、問14†こ匝】害し7三人  

の割合と問14－1の日数・  
時間で家族類型別の利用実  
態を把握∴彗在希望利用率  
は、問15で把握。  

1．子どもの病気・ケ刀等の緊急時に利悶している  

2．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している   

3．実見の冠婚葬警等や買い物等の外出の際に利用している   

4．その他の目白勺で利用している  

問14－1 どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をこ記入ください L D 

月に□白くらい  1回あたり□時間程度  

問15 写は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やしたいと思います  
か。希望がある方は枠内に数字をこ記入ください。  

月に□日くらい  

問16 ファミリーサポートセンターを利用していますか  

1．利用している  （→ 問16－1，2，3へ）  
‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾－■‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾ 

2．利用していない  （→ 問16－4へ）：  
l  

問16－1どのような目的で利用していらっしやいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。  
ファミリーサポートセン  
ターの推計ニース壷算出の  
ための項目。現状は、問  
16で「1．」と回答した人  
の割合と問16－1の田勲・  
時間で家族吏員型別の利用実  
態を把握∴曽在希望利用率  
及びニーズ量はは、問16－  
3及び16－4で把握。   

1．主たる保育サービスとして利用している   

2．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）  

3．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している   

4，祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している   

5．報の冠婚葬崇等や買い物等の外出の際に利用している   

6．保育施設等の送り迎えに利用している   

7．その他の目的で利用している  

問16－2どれくらいの頻度で利用していらっしやいますか。枠内に数字をご記入ください。  

月に□日くらい  1回あたり□時間程度  

問16－3利用目数・回数を増やしたいと思いますか。希望があるⅠ易合は枠内に数字をご記入ください。  

戸に□時間くらい  

16－4芋は利用していないが、できれば利用した方は、枠内に数字をご記入ください。  

月に□時間くらい  
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評価指標例  資料  

施   策  施策レベルの評価指欄（アウトカムト  ∴計画全体の評価指標（アウトカム）   
大項日  達成度  
中項目  個別事業  実績評価   既存紙計データ   意向度等   既存統計データ  

地域における子育ての支援  

ファミリー・サポートセ、  
【★子育てに関して不  

クー事業  ×X箇   ・地域のサービス・施設が利用しや  安惑や負担感を持つ  
すいと感じる割合  保護者の割合】   

子育て短期支援事 （ショートステイ事業）   XX箇所  

・支援の利用度  
（サービス対象者  

・支援内容の認知度    に占める利用者  
地域における子育  の割合）  

ての支援の充実  
××箇所     子育て短期支援事案（ ウイライトステイ事案）  

ム  ・地 ●む■   
ベルについても  

境において、もう一人  

同様   
子どもを産み育てたい  

・母子保健施策と地域の子育て支  と思う割合  

地域子育て支援拠点 稟   ×X箇所  
提サービスの連携が行われている  ●■世帯あたり子ど  
か  ・希望する子どもの数  

と現実の差   

通常保百事稟  メ）（  

病児・病後児保育  
◇児童のいる世帯の  

Xズ箇所  
●保育所在所率（公私別）  

母親の就業率  

延長保育事業  ×X笹所  【★希望した時期に保育サービスを  ◇出産、育児を理由と  
休日保育事業  ××箇所  利用することができた利用者の割  した離職者の割合  

保育サービスの充 実  ×X箇所  合】  

特定・一時保育事稟  ××箇所  ・保育サービスが利用しやすいと感  
●待機児童数（年齢別）  

・・・事業  XX箇所  じる割合  ◇「育児」、「子供の教  

・＝事業  XX人  ●保育所において保育指針を作成  育」に対する悩みやス  
している施設の割合  トレスのある父母の割  

・‥事辛  Xメ人  

・‥事業  ××箇月  【★子育てが地域の人lこ（もしくは、  ■就業率（男女別）  

社会で）支えられていると感じる割  

××人  
合】  

子育て支援のわトワー  
クづくリ  ◇子育てネットワークの構成割合  

・・・事実  ×X人  る人がいる割合  

‥・事業  ×X箇所  
・地域における子育て支援活動に参  
画する割合  

瓜l禾囁：ツこ 11已王RJlt  XX人  ◇子育てを糞しいと感  
‥－■‖l  ××人  ・地域の活動拠点（児童館等）が利  じる割合  
・・・事稟  X×人  用しやすいと感じる割合  

児童の健全育成  ××人  

・‥事業  ×X人  
・就学前保育から放課後児童クラブ  ◇理想の子どもの数  
への移行に支障が無いと感じる割   

＝・●t  X×人  

◇持てる子どもの数  
亡：】  

・＝事業  XX人   

母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進  
妊婦検診事実  ××（検診蝕）   

子どもや母親の憧  ・支援内容の認知度   ・妊娠・出産の経過に対する満足度  ●周産期死亡率  

康の確保   ‥・事業  
・・・事業  ・支捷の利用度  
・・・事某  ×）人  

「食育」の推進         ‥・事書  XX人  ・子どもが健康的な食習慣を身につ  
yx人  けていると感じる割合  

‥・事業  XX箇所  ■子どもの朝食習慣  

事業   ×X人  

思春期保健対策の  ××人  

充実  ‥t事井  ××人  
・子どもの思春期保健対策に係る満  

・・・事実  
足度  に関すること）  

×X箇所  

‥・事業  ××人  

‥・事業  ×X人  

小児医療の充実                ‥一事業  XX人  ・地域における小児医療サービスの 利便性・安心感  
・地域における小児医療サービスの  

‥・事兼  XX箇所  
経済的負担感   ‥・事実  XX箇所   

子ともの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備  
事兼   XX人   

・支援内容の認知度  ・子どもが年少の子どもや赤ちゃん  
次代の親の育成  ・支援目的の理解度  ・支援の利用度   と触れ合う機会が増えていると感じ   

・‥事業  ×X人  る割合  

子どもの生きる力  xx人  

の育成に向けた竿  ×＞人  
・子どもの生きる力の育成に向けた  

校の教育環境等の  ×〉人  
十分な地域の教育環境が整備され  

整備   ・・・事靂  XX人  
ていると感じる割合  

事業   ×一人  

XX人  ・子どもが自然、社会、文化などの  
家庭や地域の教育 力の向上            事壬        事稟   ×X人  

事某   
体験をしやすい環境である、と考え  

×X人  る人の割合  
事稟   ××人  

事実   ×一人  

子どもを取り巻く  ×一人  
■市（区）町村立回書館の設置状況  

有害環機対策の推  XX人  ・子どもの成長にとって良好な情報 環境が整備されていると感じる割合   t都道府県別「コンピュータの設置  

進  事暮   XX人  状況」及び「インターネット接続状  
■■   ■十人   況lの実態  

子育てを支援する生活環境    の整備  

＝・事纂  ◇子育て世帯の住宅（住宅の広さ  
良質な住宅の確保  

・・・事義  ×X人  ・支援内容の認知度 ・支援目的の理解度  ・支援の利用度  

・・・事業  ×X人  
◇子育て世帯の住宅のまわりの環  

※指樗欄の  

良好な居住環境の  XX人  

確保  
墳（子どもの遊び針公園、子育て   
支援サービスの状況等）について満  

＝▲事暮  ×X箇所  足している割合   

＝・事業  XX人  一‘●【は市町村単位で入手可能なデータ  

×一人  

＝・事実  XX箇所  

XX人  
◇は国全体のみの丁－タ  

ヽヽ人  ・子どもとの外出時に安心と感じる  安全な道路交通環 境の整備  XX箇所   
」  ※既存データ摘の  
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評価指標例  資料  

施  策  惜別享芙レベ  ルの評価指  施策レベルの評価指標（アウトカム） ∵計画全体の評価指標（アウトカム）   

標（アウトプッ  利用度   
中項目 ト）  ・達成度  既存紙計デタ  意向度等  既存統計デ瓜タ   

安全・安心まちづくり  ・・・事稟 ・・・事業  XX人 ×X人  の推進等   ・支援の利用度  
‥・事壬  己・   

【★仕事と生活の両立がはかられ  l   

時間  

多様な働き方の実  ていると感じる割合】 ・第1子出産前世の女性の継続就 英幸（都道府県〉  

現及び男性を含め た働き方等の見直し      ・支援内容の認知度 ・支援目的の理角キ度  ・支援の利用度  一女性が希望通りに出産緩も仕事を  
・・・事纂   辞めずに働き続けることができてい る（町）  

割合市村  
・仕事時間と生活時間の希望と現実  
の差  
・子どもと一緒の時間を十分にとれ  

‥・書稟  XX人  ると考える保護者の割合  

F F 】  ！   

・・■事業  XX人  
・短時間勤務制度導入企業割合（都  
道府県）  

・‥事業  XX人  ・看護休暇の取得状況（都道府県）  

仕事と子育ての両立     ‥・手蔓  メX人  ・仕事と生活の調和  
の推進  に対する認矢口度  ・次世代行動計画を通じた連携な  

、 葉との協働・支援の状況（市町村）  
・企業内の両立支援笈の周知度・利  
用しやすさ一議足度  
・配偶者の家事・育児分担に対する  

H l n u   

満足度   
≒  

子ども等の安全の確保  
F  

‥・事稟   ××人   の交通人身事故発生件  
子どもの交通安全を  ××人  

確保するための活  
動の推進  ・‥事手  XX人  害者となったの犯罪・事  

・・・事事  ××箇所  ・地吼こおける防犯活動が活発であ  

子どもを犯罪等の妓  ・支援内容の認知度  ると悪じる割合  
書から守るための着   交通事故死傷者数と負  ・支緩目的の理解度  ・支提の利用度  
動の推進   ・子どもに係る事故や犯罪が増加し  

・・・事業  yx箇所  ていると感じる割合   
、・－■‖■  ×X人  

1  

被害に遭った子ども  ×ズ人  

の保護の推進  Xズ人  

＝・手蔓  ×X所   

妻保護児童への対応等きめ細かな取組の推進  
・‥事稟  ×）人  

l  

児童虐待防止対策  ×一人  

の充実  ‥lt‖■  ×y人  ※指標欄の  
‥・事象  xx箇所  

r★の指標は全国共通の指標』として設  

…事纂  ××人  ■母子世帯の年間収入状況  定が望ましいもの  
母子家庭等の自立   ・‥書手  ヽ、㌧  ・支援内容の認知度  検討中  ■母子世帯における母親の就業率                                    ※既存一－タ掬  

支瑳の推進  ‥・事業  ㌫人  ■母子世帯の住居所有状況  “●hは市町村単位で入手可能なデ】タ  
■‥事辛  ××箇所   ■母子世帯における相識相手の有無  
・‥事暮  XX人  タ  

障害児支援の充実   ＝・事業  XX人  
■‘◇‘’は国全体のみのデー夕  

‥・亨井  XX箇所  

【都道府県計画】  
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